
フライブルクとゴスラー

　先月号に引き続き、ドイツ連邦共和

国へ。今回はフライブルクとゴスラー

を。

　フライブルクは、ドイツ南西部に位

置する都市。シュバルツバルト（黒い

森）のふもと、ライン川の近くに位置し

ており、自然環境に恵まれている。市内

には1457年に創立されたフライブルク

大学がある。1992年、ドイツ環境支援

協会による自治体コンクール「自然・環

境保護における連邦首都」において最

高点を獲得し、「環境首都」として表彰

されたことから世界的に知られるよう

になった。人口は約23万人。

　ゴスラーは、ドイツ中北部に位置す

る歴史都市。ランメ

ルスベルク鉱山

の拠点として発

達し、11世紀には

皇帝ハインリヒ3世がここに城を築

いた。1200年頃には、北ドイツで最

も豊かな町になったとされる。現在

の人口は約4万人。

大聖堂広場の朝市

　高さ116mもある美しい尖塔をもつフ

ライブルク大聖堂（写真1）。1354年に

着工し、150年以上もの歳月をかけて、

1513年に完成した。塔に上るとまちな

みが美しい（写真2）。

　訪問したのは秋。大聖堂広場（ミュ

ンスター広場）では朝市が開かれてい

た。寒くなりかけた早朝の旧市街を散

歩するのはとても気持ちよい。射し込

む朝日が石畳を金色に輝かせる（写真

3）。朝市では、パン、ワイン、ソーセー

ジ、チーズ、野菜、果物、花卉、雑貨な

ど様々なお店が屋台を出している。近

隣の農家が直接売りに来るそうだ。生

産者と消費者との顔見合わせ（写真

4）。ラップ、プラスチックトレイ、過剰
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包装のない販売形態。パラソル、棚や

篭の高さや角度、それぞれの野菜の色

を活かした並べ方、と、お金をかけずと

もデザイン性が感じられる屋台が楽し

い。マイバッグを持ったおじさま多し。

同行した西村君は名物のソーセージを

朝食代わりにパクリ（写真5）。

フライブルクの交通

　フライブルクは、増え続ける自動車

交通量に伴い街の機能が低下すると共

に、シュバルツバルトの酸性雨問題、住

民の郊外部への流出など日本でも見ら

れる都市問題が発生していた。そこで

1984年、市内への自動車乗り入れ制限

政策をとり自動車交通量を制限した。

その一方で総合的交通システムを拡充

させ、市民の生活基盤を確保している。

現在、4系統のトラム（LRT）、数多くの

バスが運行されている（写真6）。

　公共交通の利用促進に向けた工夫

のあれこれ。ハード面では乗り換えの

利便性を追求。ドイツ国鉄フライブル

ク中央駅に着くと、トラムの電停が見

える。国鉄駅とトラムの電停はエスカ

レータで結ばれており、利便性が高

い。国鉄を跨ぐ新しい陸橋はトラム専

用橋として作られた。かつての道路橋

は南側に架けられており、今は人道橋

として使われている。また、トラム終着

駅ではフィーダーバス（支線バス）との

スムーズな接続を実現。乗換駅にはキ

オスクも設置されている。電停の電光

掲示板には、次のトラムの発車時刻が

4つ先まで表示される。日本でもお馴

染みとなってきた、パークアンドライド

（P+R）はトラムの終着駅に複数あり、

郊外からやってきたドライバーは自家

用車を駐車場に停め、トラムに乗り換

え、市街地へアクセスしている。

　ソフト面ではお得感。大勢の市民が

自家用車から公共交通機関への転換

を図れるよう、レギ

オ カル テ（ 地 域 定

期券）と呼ばれるシ

ステムを導入してい

る。定期券1枚で地

域内の路面電 車、

バス、ドイツ鉄道な

どがほぼ乗り放題。

貸与も可能であると

聞いた。レギオカル

テに関する話題とし

て、筆者らはフライ

ブルク中央 駅 前に

ある普通のビジネス

ホテルに滞在したが

チェックイン時に滞在日数分、トラムと

バス乗り放題の券を頂いた。素直にう

れしい。観光客にとって海外で初めて

来た地は何かと不安であり、疲れもあ

る。乗り物のチケットを購入するシステ

ムも千差万別である。乗り放題チケッ

トのプレゼントは、そんな煩わしい気

持ちを吹き飛ばしてくれるサービスで

あるし、何より環境都市をPRできよう。

こうして今では、公共交通機関は全体

交通量の約3割を分担している。人口

20万人の都市とは思えないほど、公共

交通の利用が進んでいることを実感し

た。

３　早朝の旧市街
４　朝市
５　西村君の朝食

６　トラム

２　フライブルク市街とシュバルツバルト

４

５３
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　中心市街地はトランジットモール。一

般車両の通行を禁止し、公共交通機関

と歩行者の通行だけが許される。トラ

ムがいない時、人々は道路を自由に横

断している（写真7）。車のための道路

ではなく、人のための広場となっている

ことを体感する。平日の昼間なのに、歩

いている人の多さはといえば、日本の同

規模の街では中々想像し難い。併せて、

中心市街地では、家具屋や家電販売店

など、大きな搬入車が入る必要のある

店舗や、客が車で買い物に来る店舗は

営業できないそうである。

　トラム軌道について。中心市街地は

石畳舗装であるが、郊外や中心市街外

縁部では芝生軌道が見られる。また、ト

ラムの架線を支える架線ポールにも緑

化が施されている。

　加えて、フライブルクでは自転車は

重要な交通機関と捉えられ、市内交通

量の約3割を分担している。1976年から

1998年にかけての伸び率は実に1割。

市内の至るところで自転車道が整備さ

れて、時速30kmでビュンビュンと走っ

てくる。大人もヘルメットや自転車スー

ツを着用している人が多い。まちなか

の自転車屋さんに立ち寄ってみると、

店内はそれほど大きくないが、自転車

整備用パーツが数多く置かれていると

共に、自転車関連の書籍も多数。書籍

ブースでは人が座り込んで本を読みふ

けっていた。

環境住宅地計画

　リーゼルフェルトとヴォーバン、2つ

の環境住宅地計画を。

　リーゼルフェルトは、中心市街地の

西に位置するニュータウン。かつては下

水処理場であったこの地に、1994年よ

りモデル的都市計画として優れた地域

マネジメントにより開発が進められて

いる。開発用地320haのうち250haを景

観保護地域に指定し、残り70haに4,100

世帯、10,000～11,000人分の住宅地区

を段階的に建設する。住宅地だけでな

く、小学校、教会、レストラン、診療所な

どもある。計画人口1,500人の第1期よ

り中心軸上にトラムを走らせ、全ての住

８　リーゼルフェルト
９　ヴォーバンの週末

10　シュバルツバルトの集落７　トランジットモール

８

９
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民が400ｍ歩けば電停に到着するよう

に計画されており、トラム利用の習慣化

を目指している。いわゆるTOD（Transit 

Oriented Development：公共交通指向

型開発）。地区内を歩くと、3～5階建て

の建物が中心で、最上階のファサード

デザインが他の階と異なっており、単

調な意匠になるのを避けている。前庭

に菜園が設けられた建物もあり、コン

ポストや雨水貯留槽が設けられている

（写真8）。散歩途中、遊んでいた男の

子達から「ニーハオ！」と声をかけられ

た。ならば、と、「ボンジュール！」でお

返し（笑）。

　ヴォーバンはフランス軍の占領地で

あった35haの跡地を市が連邦から買い

取り、新たな住宅団地として開発され

た。中心市街地の南に位置する。1994

年、NPOフォーラム・ヴォーバンが設立

され、市民参加型により計画が推進さ

れてきた。地区は、2,000世帯、約5,000

人が生活できる街として計画され、

様々な世代の暮らせるエコタウンとして

パッシブハウスを代表する省エネ建築

やカーフリー住宅、緑化・ゴミ対策など

が取り組まれている。また、メインスト

リートにはトラム軌道が敷設され、わ

ずか10分で中心市街地にアクセス可能

である。先ほど「カーフリー」と書いた

が、団地外縁部には共同駐車場が整

備されており、自家用車を所有する人

がヴォーバンで住宅を購入する場合、

住宅と同時に約1,800ユーロの共同駐

車場使用権を買い取らなければならな

い仕組み。訪問したのが土曜日午後と

いうこともあってか、ビオトープの周辺

で一輪車に乗る女の子達や、住民たち

が清掃活動に励む姿が見られた（写真

9）。

シュバルツバルト

　フライブルクの背後に広がるシュバ

ルツバルト。この1,300mの森へ、市街か

ら意外と短時間で登ることができると

聞いた。トラム2番線の終点まで行き、

そこからバスに乗って、ロープウェイ乗

り場へ。数人乗りのロープウェイは標

高473mから1219mまでみるみる上昇。

次第にフライブルクの全景が見えてく

る。頂上にはハイキングコース。ドイツ

らしい牧歌的な高原の集落が目に飛

び込んできた（写真10）。

ゴスラー

　古都ゴスラー。小さな町だが、

世界遺産だけあって、多くの観

光客で賑わう。この地には、

15世紀から19世紀にかけて

の半木造家屋が相当の範囲に渡って相

当数保存されている。1550年以前に建

てられた木組みの家だけでも150軒以

上あるそうだ。相当古い建物だが、しっ

かり維持管理されており、宿泊できる

ホテルもある。ドイツの電機メーカー、

ジーメンスの先祖が商売を始めた家も

ある。

　建物の特徴として、ひとつは、屋根と

壁にスレートが使われておりモノトーン

の渋い堅牢な表情を見せる建物（写真

11）。もう一つは、木骨組建築（ハーフ

ティンバー）といわれる、柱、梁、筋交い

などの軸組を外観に現した建物が印象

的である。ヨーロッパでは、道に面して

妻入りの建物が多いため三角屋根が並

ぶまちなみの印象を持たれることが多

いが、ゴスラーでは平入りの建物が多

く見られ、新鮮である（写真12）。

三浦幹男ほか：世界のLRT，JTBパブリッシング，2008． １）
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11　スレート壁の家 12　ハーフティンバー・平入りのまちなみ
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「スパコンクラウド® CGムービーサービス」では、POV-Rayにより作成した高精細な動画ファイルを提供します。今回の3Dデジタルシ

ティ・ドイツ・フライブルクのレンダリングにも使用されており、スパコンの利用により高精細な動画ファイルの提供が可能です。また、

POV-Rayを利用しているため、UC-win/Roadで出力後にスクリプトファイルをエディタ等で修正できます。

UC-win/Road
CG ムービーサービス

■スパコンクラウド ® 詳細 >>http://www.forum8.co.jp/product/
supercom.htm

今回はドイツ（Germany）の環境首都フライブルク（Freiburg)
のヴォーバン住宅地(Vauban)をVRで作成しました。ソーラーパ
ネルや屋上緑化が整備された集合住宅や、雨水を緑地に浸透さ
せる雨水コンセプトを可視化、子どもに安全な住宅地の様子を
VRで表現しました。また、世界遺産の古都ゴスラー（Goslar）で
は、平入りの建物が並ぶ小さな町をリアルに再現しています。

VR-Cloud® 閲覧URL
http://www.forum8.co.jp/topic/toshi-blog26.htm#city

「フライブルクとゴスラー」の 3D デジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3D デジタルシティ・ドイツ  by UC-win/Road

®

ソーシャル・エコロジー住宅地 ヴォーバン

長屋式集合住宅のある敷地内芝生軌道のLRT（トラム） ゴスラーの木骨組建築（ハーフティンバー）
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